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KeTCindy による Free Wolfram Engine(WE) の
呼び出し機能と教材作成












ソフトしては，Rを用い，描画コードは Tpicの他に pict2eおよび TikZをサポートした．
さらに，Cinderella2には組み込まれていないファイル操作や外部プログラム実行のため









































Download ボタン Repository ボタン
1) CTANからKETCindyを取得．
CTAN ketcindyで検索すると








2) R, Maxima と Sumatra(Windowsのみ)をインストールする．
3) KETCindyのパッケージにあるketcindysettings.cdyをダブルクリック，以下の [1][2]
を選択して，[3]の Mkinit,Update,Workを順に実行する．








































y(0) = y0, y′(0) = ׷ׅה0











y(0) = y0, y′(0) = ׷ׅה0
• y(0) = ֹהך3






















































































= x, x(0) = 1
























を解くことになる．trg は範囲 −1 ≤ t ≤ 2を 0.1刻みで分
割した t の値のリスト，xrg は各 t の値に対応する x の値の
リストである．CalcbyW 以降の最初の命令 replace は，各文
字列 ans_i={...} (i = 1, 2)を文字列 rgi=[...] に置き換え
るCinderellaの命令で，WEのリストをKETCindyのリスト
に変換している．また，parse は文字列を数字列に変換する
Cinderellaの関数である． 図 8 関数解と数値解






すると一般に，摩擦のない曲線 y = f(x)上の質点の往復運動について議論することがで








+ gy = gy0
上式より質点の初期位置 (x0, y0)において速度は 0である（y0 = f(x0)）．本質的ではな
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1 + f ′(x)2
, x(0) = x0
この微分方程式の数値解をWEを呼び出すことにより計算するのだが，初めの簡単な例と
比べると，右辺が複雑な関数になっていることが違うだけである．見かけはそうであるが，
実は初期条件 x(0) = x0に問題があり，このまま解くと x(t) = x0（つまり運動は起こら
ない）という力学的にはあり得ない解が得られる．そこで t = 0に初期条件をおくのでは
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